
 

小山町定例記者懇談会 

 
人の動き（平成 2８年４月 1 日現在） ４月 

人 口：１９，１９７人（前月比△110 人） 

世帯数：７，５１６世帯（前月比△23 世帯）
 

★会見事項 

１ 熊本地震に伴う熊本県に対する緊急支援物資輸送の実績と職員の派遣について 

２ 部長マニフェストの平成 27 年度評価と 28 年度マニフェストの公表 

３ 小山湯船原工業団地への分譲予約開始について 

４ 移住・定住「富士の国やまなし・しずおか合同相談会」について 

５ 北郷中学校（１年生）防災教室の開催について 

６ ふるさと納税の平成 27 年度実績 

７ 第 52 回富士山金太郎春まつり 

８ 足柄千年古道ハイキング 

９ 第 13 回富士山国際ヒルクライムサイクルロードレースの開催 

10 第 19 回ツアー・オブ・ジャパン富士山ステージ 

11 道の駅ふじおやま「こどもの日スペシャルイベント」 

12 なんでも相談・消費生活相談実績 

13 古着回収実績 

14 食品トレイの回収実績 

15 平成 28 年度小山町消防操法大会 

 

◇その他の添付資料 

小山町内イベント等一覧（平成２８年５月分） 

 

 

 

平成 2８年４月 2８日（木）

小山町 企画総務部 町長戦略課 

◇次回の定例記者懇談会は 
５月２６日（木）午後３時 30 分～ 役場本庁３階 ３０１会議室で行う予定です。
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熊本地震に伴う熊本県に対する緊急支援物資の輸送について 

（防災課） 

（概要） 

 小山町は、4 月 14 日（金）からの熊本地方を震源とする熊本地震に対する被災者支援のため、

「災害時における救援物資・避難施設の提供に関する協定」（平成 25 年 1 月 17 日締結）を締結

している「丸善食品工業株式会社」様の協力を得て、飲料水（５３０ｍｌ、2304 本）を、熊本県

の要請を受けて、小山町職員 6 名により、同県上益城郡益城町の福祉施設に搬入しました。 

 

（緊急支援物資輸送の経過） 

１ 4 月 18 日（月） １０：００ 

  静岡県に緊急支援物資（飲料水）の支援について要請があれば、小山町で輸送し必要な場所に 

搬入する旨を連絡 

２ 4 月 18 日（月） １７：１５ 

  静岡県から熊本県への緊急物資輸送について要請を受ける。 

３ 4 月 19 日（火） １５：１５ 

  小山町職員 6 名（岩田危機管理監他 5 名）、トラック 1 台、車両 1 台が熊本県に向けて役場

を出発 

４ 4 月 20 日（水） １０：３０ 

  熊本県庁到着し、静岡県の連絡要員と合流して、熊本県の指示により、上益城郡益城町の 

「グループホーム ふるさと」へ物資を輸送した。 

５ 4 月 20 日（水） １３：５０ 

  「グループホーム ふるさと」に物資を搬入、引き渡しを完了し帰路出発 

５ 4 月 21 日（木）１０：５０ 

  役場到着 

 

益城町の被災状況               飲料水の搬入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１
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（今後の熊本県に対する支援） 

 熊本県嘉島町に設置する「静岡県 現地支援本部」に、県からの要請により、第 3 陣（5 月 

1 日～7 日）及び第 4 陣（5 月 5 日～14 日）にそれぞれ職員 1 名の派遣を予定 

 支援業務は、次のとおり。 

１ 被災地の支援ニーズの把握 

２ 被災町から要望のある業務 

  住民窓口、国保等保険、義援金、罹災証明、仮設住宅受付、応急危険度判定、災害対策本部運 

営支援など 

 

 

【問い合わせ先】小山町 防災課 

電話 ７６－５７１５ 
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平成 28 年熊本地震にかかる静岡県現地支援本部に対する 

小山町職員派遣について 

平成 28年 4 月 28 日 

小山町役場 総務課 

 

 去る 4月 14 日に発生した熊本県内を震源とする地震（平成 28年熊本地震）の被災市

町村を支援するため、静岡県では、熊本県嘉島町に「静岡県現地支援本部」を設置する

こととなり、市町職員の派遣協力依頼が出されました。小山町では、4月 20 日に部課

長を通じ希望者を募り、下記のとおり、職員 2名を派遣することとしました。 

 

記 

 

 １ 派 遣 者  第 3陣 岩田慈史（いわた よしふみ） 健康福祉課 保健師 

         第 4陣 長田一平（おさだ いっぺい） 町長戦略課 副主任 

         ※派遣者の詳細は別紙 

 

 ２ 派遣期間  第 3陣 平成 28 年 5月 1 日（日）夕～5 月 7 日（土）朝 

         第 4陣 平成 28 年 5月 5 日（木）夕～5 月 14 日（土）朝 

 

 ３ 派 遣 先  熊本県嘉島町「静岡県現地支援本部」 

         （熊本県上益城郡嘉島町上島 545 嘉島町民会館） 

 

 ４ 業務内容  被災地の支援ニーズの把握 

         被災地から要望のある業務（住宅被害認定・罹災証明・避難所の運

営・支援物資管理等が想定されています。） 

 

 ５ 派遣団編成 県職員を中心に県内各市町から 18 名で編成 

 

 ６ そ の 他  派遣職員は、初日の 17 時に県庁へ集合し、県が手配したバスで熊

本県へ向かいます。 

         また、4 月 28 日現在、第 5 陣から第 8 陣までの派遣が決定してお

り、小山町でも追加の派遣を検討しています。 

 

 ７ 問い合わせ 小山町 企画総務部 総務課 梶 0550-76-6131 
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平成 27 年度部長マニフェストの評価及び 

平成 28 年度部長マニフェストの作成について 

（概要） 

平成 27 年度当初に各部長が作成した部長マニフェストについて、目標達成状

況等の評価を行うとともに、新たに平成 28 年度の部長マニフェストを作成しま

した。これらは、町のホームページ及び広報おやま５月号で公表します。 

 

（内容） 

 １ 平成 27 年度部長マニフェストの評価 

 （１）目的 

    施策の取組結果や目標達成状況について評価を行い、施策のＰＤＣＡ

を図る。 

 （２）評価方法 

    町長は、各部長がマニフェストに掲げた施策毎の目標達成状況を踏ま

え、Ａ（達成）、Ｂ（一部達成）、Ｃ（未達成）の３区分で評価を行うと

ともに、コメントを記載する。 

 （３）内容 

    別添「平成 27 年度部長マニフェストの評価結果」のとおり 

 

 ２ 平成 28 年度の部長マニフェストの作成 

 （１）目的 

ア 各部の基本方針や重点的に取り組む施策及びその目標を明らかにし、

町民に開かれた行政運営を目指す。 

イ 組織で施策の目標を共有化することにより、目標の達成に向けて職員

が一体となって施策の推進に取り組む。 

（２）作成者 

    企画総務部長、住民福祉部長、経済建設部長、教育部長、危機管理監（ ～） 

（３）内容 

   別添「平成 28 年度部長マニフェスト」のとおり 

 

【問い合わせ先】    

理事 

電話 ７６－６１３３ 

資料２
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小山湯船原工業団地の分譲予約開始について 

（未来拠点課） 

１．要 旨 

静岡県企業局では、「内陸のフロンティアを拓く取組」として小山湯船原工業

団地の整備を進めております。このたび分譲価格が決定されたため進出希望す

る企業の募集を開始します。 

東の玄関口となる小山湯船原工業団地は都心から 100 ㎞圏内に位置し、約 1

時間の好アクセスと、平成 32 年度に供用開始を予定している新東名高速道路の

延伸により現東名とのダブルネットワーク化が可能となります。また豊かな自

然環境と富士山の眺望、豊富な水資源を活かし、静岡県と連携して積極的に企

業誘致に取り組んでまいります。 

 

２．事業概要 

 所 在 地：小山町湯船地内（内陸フロンティア推進区域内） 

 開発面積：31.4 ヘクタール 

 アクセス：新東名高速道路（仮称）小山ＰＡスマートＩＣ（平成 32 年度供用

予定）から約 4 ㎞ 

      国道 246 号中島ＩＣから約 3 ㎞ 

 引渡開始：平成 30 年度予定 

 

３．分譲価格 

 ・全 7 区画 

  最小区画 11,337.08 ㎡  220,620,546 円（64,218 円/坪） 

  最大区画 63,881.43 ㎡ 1,618,801,194 円（83,624 円/坪） 

  平均単価 77,231 円/坪 

 ・分割又は複数区画購入可能（要相談） 

 

４．内陸フロンティア推進区域への支援策 

（１）地域産業立地事業費助成 

用地取得費と新規雇用に対し、県と町が連携して助成 

 【内陸フロンティア推進区域に対する補助率等の引上げ】 

区分 区域内 推進区域 
用地取得 
補助率 

成長分野※1 30％ 40％ 
その他 20％ 30％ 

限度額※2 
成長分野※1 3 億円 4 億円 

その他 2 億円 3 億円 

※1 成長分野：食品・医薬品・医療機器・

環境関連の製造業など 

※2 限度額：用地取得と新規雇用の合計 

資料３
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（２）内陸フロンティア推進資金 

内陸フロンティア推進区域に立地する中小企業が活用できる、土地の取

得、建物・設備投資に対する県制度融資 

・融資利率 ：1.4％以内 

・利子補給率：0.67％以内 

・融資限度額：10 億円 

・融資期間 ：15 年（据置 5 年） 

 

５．問合せ 

 ・静岡県企業局事業課地域整備班・新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進班 

                 電話：054-221-2174 

・小山町企画総務部未来拠点課未来拠点班 

                 電話：0550-76-6129 
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富士の国やまなし・しずおか合同相談会について 

（おやまで暮らそう課） 

 

 

 平成２８年５月２８日（土）・２９日（日）に、ＪＲ町田駅近くにある町田市

文化交流センター（町田市原町田４－１－１４）にて、「富士の国やまなし・し

ずおか合同相談会」が開催され、２９日（日）に小山町も参加します。 

山梨県、静岡県の多くの自治体、企業や各種団体が参加する相談会です。こ

の機会にぜひご参加ください。 

 

１．名 称 富士の国やまなし・しずおか合同相談会 

 

２．日 時 平成２８年５月２８日（土） １３：００～１７：００ 

      平成２８年５月２９日（日） １０：００～１６：３０ 

 

３．場 所 町田市文化交流センター ５階 会議室「けやき」 

東京都町田市原町田４－１－１４ 

※ＪＲ横浜線 町田駅ターミナル口 直結 

小田急線 町田駅西口より徒歩５分 

 

４．内 容 ・田舎暮らし相談ブースの出展 

       相談ブースにて参加自治体、民間企業のＰＲや情報発信のほか、

移住を希望する方々からの具体的な相談を受け付けます。 

      ・移住実践者によるセミナー 

       県内移住者による田舎暮らし実践者体験談のセミナーを実施し

ます。 

      ・おすすめ情報ピックアップ 

       移住支援の地域のおすすめ情報、物件に関する情報などを自由

にＰＲします。 

 

５．主 催 山梨県、静岡県 

 

６．その他 申込不要、参加無料ですので、お気軽にお越しください。 

 

 

     問合せ先：小山町おやまで暮らそう課 岩田、山口 

     電  話：０５５０－７６－６１３７ 

資料４
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北郷中学校【1 年生】の防災教室について 

（防災課） 

（概要） 

 小山町は、平成 2８年度から平成 29 年度にわたる北郷中学校の防災指定校に伴い、第 1 回目

として 5 月 10 日に行われる 1 年生の防災教室について、小山町防災士連絡会の防災士の協力を

得て、北郷中学校の防災教育を担当・支援します。 

 

（防災教室実施計画(骨子)） 

１ 日 時 

  平成 28 年 5 月 10 日（火）08:30～12:00 

 

２ 場 所 

  北郷中学校 体育館 

 

３ 対 象 

  北郷中学校 1 年生 38 名 

 

４ 支援者 

  小山町防災課（杉山課長以下 4 名）・小山町防災士連絡会（湯山会長以下 8 名） 

 

５ 防災教室の概要  

時  間 科目等 主な内容 担当など 

08:30～08:35 開 講
挨拶（山口先生） 

オリエンテーション      等 
学校職員及び全支援者 

08:35～09:20 講 義

地震などの基礎知識 

地域で想定される災害の基礎知識 

地震災害史（白馬村の活動等）  等

役場職員（防災専門監） 

09:30～10:50 演 習

避難所運営ゲームＨＵＧ 

（避難所運営の概要説明及び 

疑似体験） 

役場職員（防災対策指導員） 

防災士×6 名 

11:00～11:55 体 験

避難所の開設 

（通路や居住スペースの区分け、備蓄

資機材の組立や設置など） 

備蓄食料による食事の準備・配食 

発電機操作 

役場職員（防災課長・勝又主事 

・防災対策指導員） 

防災士×5 名 

11:55～12:00 閉 講 講評及び挨拶（防災課長） 学校職員及び全支援者 

 

 

【問い合わせ先】小山町 防災課 

電話 ７６－５７１５ 

資料５
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平成２７年度 ふるさと寄附（納税）実績 

（町長戦略課） 

 

町では、ふるさと納税の推進を図るとともに、町内産業の活性化を寄与する

ことを目的に、町内・町外を問わず、ふるさと納税を行った寄付者に対してお

礼品を贈呈する「小山町ふるさと納税推進事業」を平成２７年９月１日から開

始しました。 

４月２６日現在、町内協力企業は、４１事業所で１５８品目を揃えています。

平成２７年度の寄附申込件数及び寄附金額の実績は、３１，３２５件で８億４，

８６６万７千２９４円となりました。 

 

  【平成２８年３月３１日現在】 

１ 寄附申込件数 ３１．３２５件 

 

２ 寄 附 金 額 ８４８，６６７，２９４円 

 

３ 登録協力企業 ４１事業所 １５８品目 

及び返礼品 

 

４ 寄附使い道 ・指定しない 約４４．１％ 

        ・世界遺産“富士山”を訪れる人のために 約２８．４％ 

        ・小山町を元気にする「金太郎大作戦」の展開 約１３．５％ 

        ・登録有形文化財等の保全・活用のために 約８．５％ 

        ・金太郎のふるさとづくり 約３．４％ 

        ・未回答 約２．１％ 

 

５ 住所地別割合 東京都 ２６．４％  神奈川県 １２．４％ 

         愛知県 １０．２％  大阪府   ７．８％ 

         埼玉県  ５．２％  兵庫県   ５．２％ 

 

 

【問い合わせ先】     

  町長戦略課 地域コミュニティ室      

電話 ７６－６１３５  

資料６
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「第 52 回 富士山金太郎春まつり」について 

（商工観光課） 

日時：平成 28 年 5 月 3 日（火・祝）8:00～16:00 

会場：小山町中島金時公園（雨天の場合：綱引き・相撲は小山町総合体育館） 

主催：富士山金太郎まつり実行委員会 

内容：わんぱく相撲御殿場・小山場所、子ども相撲大会、子ども綱引き大会 

内容：新入学児・妊産婦健康祈願、大砂嵐関記念イベント、水上バルーン 

     

（概要） 

今回で第 52回を迎える富士山金太郎春まつりを中島の金時公園で開催いたし

ます。 

この春まつりは、子どもたちの健康と健やかなる成長を祈るとともに、町民

各位のコミュニケ－ションの場として地域の活性化を図るとともに、さらには

観光イベントとして、県内外に“金太郎生誕の地”である小山町を広くＰＲす

ることを目的として実施します。 

まつりでは、地域の子ども達による相撲や綱引きなど、力自慢の金太郎にち

なんだイベントや福餅まきが行われます。また、公園内の「金時神社」では、

新入学児童や妊産婦の健康祈願も開催いたします。 

さらに、今年も昨年と同様に小山町の観光親善大使である大相撲大嶽部屋の

大砂嵐金崇郎関が来場し、乳幼児の健康祈願「泣き相撲」や子ども達とのぶつ

かり稽古などのふれあいイベントを実施し、まつりを盛り上げます。 

 ゴールデンウィークの一日、子ども達の“元気”を育むお祭りに多くの皆様

のご来場をお待ちしております。 

 

（参考） 

●子ども相撲大会：11 チーム 

●子ども綱引き大会：高学年女子＝12 チーム、低学年男女＝13 チーム 

 

問合せ先 商工観光課 商工観光班 

担当 岩田 

電話 0550-76-6114（直通） 
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足柄千年古道ハイキング 

～新緑の足柄古道の歴史と富士山を楽しむ～ 

（商工観光課） 

（概要） 

 古代から都と関東を結ぶ官道として栄えた足柄古道を歩くハイキングを神奈川県南足柄

市と共同で開催します。 

両市町の参加者は、南足柄市の地蔵堂で合流し、足柄峠を経由し JR 足柄駅まで行動を

共にします。南足柄市の地蔵堂から足柄峠までは南足柄市のガイドが、足柄峠から JR 足柄

駅までは小山町のガイドが案内します。 

ハイキング終了後には、小山町の温泉施設「あしがら温泉」で、疲れを癒してもらいます。 

 

（内容） 

日 時 平成２８年５月２１日(土) 

 

参 加 者 小山町：２５名 南足柄市：３０名 

 

集合場所 小山町役場 外来駐車場 ７：４５ 

     ※７：４５～７：５５に受付をいたします。 

      

コ ー ス  ８：００ 小山町役場出発(バス移動) 

(小山町側)  ８：４０ 地蔵堂到着 

９：００ 地蔵堂出発 

１１：００ 足柄峠着 

１１：００～１１：３０ 足柄城址散策(ガイド説明付) 

１１：３０～１１：３５ 式典 

１１：３５～１２：１５ 足柄城址にて昼食※お汁粉のおもてなし有り 

１２：１５ 足柄峠出発 

１５：００ JR 足柄駅着 

１５：０５ JR 足柄駅発(バス移動) 

１５：１５ あしがら温泉着 

１５：１５～１６：１５ 入浴タイム 

１６：１５ あしがら温泉発(バス移動) 

１６：２５ 小山町役場到着・解散 

※表示時刻は目安です。 

 

 

問 合 せ 小山町役場商工観光課 商工観光班 

     担当 秡川(はらいかわ) 

ＴＥＬ：０５５０－７６－６１１４ 
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第１３回富士山国際ヒルクライムサイクルロードレース開催について 

（商工観光課） 

【日時】 

 平成２８年５月２２日（日） ８：３０スタート 

 

【参加人数】 

 最大１０００名 

 

【協議内容】 

ふじあざみライン（須走口登山道）の登坂道路を舞台にした自転車トライア

ルレース 

 

【概要】 

 世界遺産である富士山の登山道となる“ふじあざみライン”は、延長 11.4km

平均勾配 10%、最大勾配 22%と山頂を目指す車道で勾配がきついルート。 

競技スタート地点となる道の駅「すばしり」横のふじあざみライン入口から

富士山須走口 5 合目まで、一気に駆け上がるヒルクライム・レース。 

高低差の影響で天候が変わりやすく、スタート地点とフィニッシュ地点の気

温差も大きく変わる。 

 

【スケジュール】 

  ７：００～ 交通規制開始 

   ８：２５～ 競技説明 

  ８：３０  本レーススタート 

 １２：３０頃 表彰式、閉会式 

 １４：００頃 終了 

 

【交通規制内容】 

ふじあざみライン ７：００～１３：００頃 全面通行止め 

 

 

 

 

 

 

                    問合せ先 

                    小山町商工観光課 

                    担当 秡川(はらいかわ) 

                    電話 ０５５０－７６－６１１４ 
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「第 19 回 ツアー・オブ・ジャパン 富士山ステージ」について 

（商工観光課） 

日  時：平成 28 年 6 月 3 日（金）8:45 スタート予定 

 

走行区間：生涯学習センター前（町道原向中日向線）～ふじあざみライン 

 

参加人数：約 100 名（プロの自転車選手） 

 

概  要：昨年同様、町生涯学習センター（小山町阿多野 130）から、ふじあざ

みラインの本レーススタート位置までの全長約 13.2 ㎞を走行する

「セレモニーラン」を行い、大会を盛り上げる取り組みを計画して

いる。 

セレモニーラン終了後は、しばらく休憩した後、例年通り、ふじ

あざみラインを駆け上がる本レースを行う。 

 

スケジュール：8:30～ 町道原向中日向線交通規制開始 

      8:40～ 開会式 

     8:45～ セレモニーランスタート（時速 15～20 ㎞で 45 分程度） 

     9:30～ セレモニーラン終了 30 分間休憩（ふじあざみライン） 

     10:00～ 本レーススタート（ふじあざみライン） 

     11:40～ 閉会式・表彰式（12:00 頃 終了） 

 

ルート概要：町道原向中日向線（生涯学習センター）→（富士スピードウェイ東

ゲート）→町道上野大御神線→県道須走小山線（柴怒田）→（須走

本町交差点）→県道足柄停車場富士公園線→（富士学校入口）→町

道富士学校線→（富士学校）→（須走ＩＣ交差点）→東富士五湖道

路側道→ふじあざみライン 

なお、現在、大会本部や警察、道路管理者等関係機関と走行の条

件について調整している。 

 

そ の 他：当日、このレースを支援してくれるボランティアも募集している。 

 

問合せ先 

商工観光課 商工観光班 

担当 秡川(はらいかわ) 

電話 0550-76-6114（直通） 
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19th T O U R  O F JA P A N   

 U C I  19th TO U R  O F JA P A N 2.1  

   

  TO U R  O F JA P A N  
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  ( )     (U A E)  

  ( )   ( )  ( )  

         [ ]    

  

  9 6 1 1 1  
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  2016 5 29 ( ) 6 5 ( ) 

 
2016/4/20 

1  5/29 13:35  2.65

2  5/30 9:25  

 5.5  

 

<  3.4 > 4.2  + 16.8  x 6  105.0

3  5/31 9:15  

<  4.0 > 11.6  + 21.3  x 6  139.4

4  6/1 9:30 ( )

< 2.8 > 9.1  + 15.2  x 8  130.7

5  6/2 9:15  

<  7.3 > 12.2  x 10  + 1.6  123.6

6  6/3 8:45  

 13.2  

5  11.4

7  6/4 9:30  

12.2  x 10  122.0

8  6/5 11:00  

<  1.2 > 14.7  + 7.0  x 14  112.7

    
747.45
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道の駅ふじおやま「こどもの日スペシャルイベント」 

（商工観光課・道の駅ふじおやま） 

（概要） 

 道の駅ふじおやまと農村活性化センターふじあざみは平成 28 年度から株式会

社ふじおやまが一括して指定管理者として運営することとなりました。 

 今後は両施設の連携を強化し 6 次産業化拠点としての活用を目指すととも

に、自主事業や来場者向けのイベントを強化する方針であり、まずはＧＷ期間

中の催事として、こどもの日スペシャルイベントを企画しました。 

 

（内容） 

１． 日 時 平成 28 年 5 月 5 日（木・祝） 9:00～14:00 

２． 会 場 道の駅ふじおやま 噴水広場外周（用沢公園エリア） 

３． 内 容  

・引き馬乗馬体験 800 円／１周 

・記念撮影 800 円／１ショット（引き馬セットの場合 100 円引） 

・にんじん餌やり体験 100 円／１名 

  ※ 餌やりは 9:00～14:00 の間で 6 回×各 5 名まで 

・レストラン、物販等利用される小学生以下のお子様にプレゼント進呈 

４． その他 母の日特集＝5 月 1 日～8 日 足柄幼稚園のママの似顔絵展示 

             鉢植カーネーションの販売 

 

 

（記事掲載・取材等） 

 ◯掲載希望時期：4 月末～5 月初頭 

 

 

【問い合わせ先】    

道の駅ふじおやま 駅長 渡邊 

電話 ７６－６６６０ 
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平成２７年度 なんでも相談実績 

（総務課） 

 

○平成２７年度総合相談実績件数 

 ・相談件数９６件 

 ・相談者数８７名 

○主な相談内容 

区分 件数 内容 

行政関係 ２５ 
町への要望、各課への問い合わせ 

官公庁への手続き等 

近 隣 １３ 近隣関係、庭木・排水トラブル等 

家 族 １０ 家族の介護、日常生活等 

相 続  ７ 相続手続、相続トラブル等 

借 家  ５ 借家探し、借家トラブル等 

 

行政手続に関する相談や、町に対する要望、疑問に関する相談が最も多い。 

次いで近隣、家族、相続に関する相談となっているが、これらを包括するよ

うな総合的な相談も多く、社会情勢や家族形態の変化により、内容が複雑化、

高度化している。 

なんでも相談事業を周知し、複雑化、高度化する相談に対応するために、関

係部署と連携を密にするとともに、ワンストップサービスの機能を高めていく。 

 

 

 

【問い合わせ先】    

総務課 くらし安全班 

電話 ７６－６１３０ 
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平成２７年度 消費生活相談実績 

（総務課） 

平成２７年度消費生活センター相談件数 

 ・相談件数１０３件 

 ・相談者数１０３名 

販売購入形態 件数 主な相談内容 

店舗販売 ９ 
携帯電話契約トラブル、日用品購入トラブ

ル 

訪問販売 ５ 蓄電池、点検商法、 

通信販売 ４１ 

アダルトサイト（出会い系）不当請求・サ

クラサイト詐欺、ネット購入（健康食品、

中古車など）海外通販サイト 

電話勧誘販売 １７ 
社債・未公開株の投資詐欺 

遠隔操作によるプロバイダ変更契約 

ネガティブ 

オプション 
０  

マルチ商法 １ 化粧品販売の会員登録 

その他 

無店舗販売 
０  

不明・無関係 ２９ 
架空・不当請求、不審電話（マイナンバー・

還付金など） 

訪問購入 １ 貴金属買取り 

  相談件数は少数だが、マイナンバー制度をかたった不審な電話・メール等

に関する相談や情報提供があった。例年通り、メールによるアダルトサイト

からの不当請求、電話勧誘による社債・未公開株の劇場型勧誘詐欺、通信販

売による健康食品購入トラブル相談が目立つ。 

あらゆる相談に対し、相談者が適切な処置・対処が出来るよう、助言・斡

旋を行っている。 

【問い合わせ先】総務課内 消費生活センター 電話 ７６－６１１７ 
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平成２７年度 古着回収事業実績 

（総務課） 

１ 事業内容  

① 回収開始：平成２５年１０月１日から 

② 回収品目：古着、靴、鞄、ぬいぐるみ、くつ下、マフラー、手袋等 

③ 回収拠点：６箇所 

役場本庁、３支所、生涯学習センター、健康福祉会館 

④ 設置及び回収費用：全て事業者の負担により実施 

事業者により回収ボックスを作製・設置し、週２回定期的に回収 

 

２ 回収実績  

 回収量合計 63,550kg（参考：回収袋数 18,091 袋） 

 ※回収量は平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月までの実績（詳細は下表による） 

月 

回収量 単位：㎏

須走 

支所 

北郷 

支所 

足柄 

支所 

生涯学習

センター 
本庁 

健康福祉 

会館 
計 

４月 596 1,639 860 1,393 1,734 628 6,020

５月 933 2,850 1,239 1,536 2,403 1,169 8,090

６月 479 1,839 829 631 1,489 713 7,100

７月 479 1,369 713 446 1,517 266 5,140

８月 482 1,211 401 676 1,400 390 5,130

９月 349 1,205 564 491 1,081 280 5,220

１０月 506 1,656 891 766 1,563 508 5,720

１１月 412 1,467 609 673 1,134 405 5,090

１２月 676 1,680 681 652 1,815 496 5,890

１月 401 1,097 422 555 1,006 299 4,500

２月 394 949 575 452 784 266 4,270

３月 328 894 489 510 987 272 8,640

合計 6,035 17,856 8,273 8,781 16,913 5,692 63,550

26 年度 7,444 18,786 8,054 13,214 17,222 6,090 70,810
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項   目 円/㎏ 円 備考 

試算処理費用 49.383 3,138,290 ① 

売渡額 2 127,100 ② 

実質利益   3,265,390 ① +② 

 

 

 

 

 【問い合わせ先】    

総務課 くらし安全班 

電話 ７６－６１３０ 

 

 

(kg) 
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食品トレイの拠点回収の実績 

 (総 務 課) 

 背 景  

 平成 27 年 4 月の新ごみ処理施設の稼働に伴い、平成 26 年度ごみ減量等推進

懇話会及び廃棄物減量等推進審議会の意見及び答申に基づく、家庭からの廃棄

物減量策の一つとして、食品トレイの拠点回収を 26 年５月から開始し、ごみ袋

有料化に伴う町民の費用負担の軽減を図っている。 

 実施内容  

（１） 回収拠点 古着回収拠点と同じ 6 カ所 

（２） 回収袋の設置 古着回収ボックスに回収袋を設置する方法 

（３） 回収袋  ２種類設置し、白色トレイとそれ以外の色付きトレイとを分

けて回収する。 

 平成 27 年度実績  

月 
回収量（㎏） 売渡金額（円） 

白 色付 計 計 

４月  45.6  50.7 96.3 192 

５月 60.0 70.0 130.0 260 

６月 59.6 69.6 129.2 258 

７月 57.4 66.7 124.1 248 

８月 60.2 67.2 127.4 255 

９月 49.3 60.0 109.3 219 

１０月 57.9 70.1 128.0 256 

１１月 53.0 63.3 116.3 233 

１２月 66.8 78.4 145.2 290 

１月 43.4 60.1 103.5 207 

２月 47.3 56.4 103.7 207 

３月 49.2 57.0 106.2 212 

合計 649.7 769.5 1,419.2 2,838 

   回収実績 1,419.2kg×2 円＝2,838 円 ※前年度の 2.7 倍 

（平成 26 年度 5 月～3 月の回収実績：524.5kg） 

 

                       【問い合わせ先】    

                        総務課 くらし安全班 

                         電話 ７６－６１３０ 
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平成 28 年度小山町消防操法大会について 

（小山消防署） 

（概要） 

 ５月２９日（日）に（須走）多目的広場において、小山町消防団による消防

操法大会を行います。 

本年５月の連休明けから小山町消防団各分団では、消防操法大会目がけ早朝

練習を進めています。 

また、来年６月には御殿場市が開催地となり、平成２９年度駿東支部消防操

法大会が計画され、駿東支部の６消防団が参加しポンプ車操法の部と小型ポン

プ操法の部で競われる予定です。 

 

（目的） 

小山町消防団員の消防操法に対する習熟度を査閲し、消防技術の向上、士気の

高揚・分団の結束力向上を図り、規律厳正な団体行動と消防活動の進歩・充実

に寄与すること。 

 

（内容） 

１ 日時  平成２８年５月２９日（日）午前９時００分～１２時００分 

２ 場所  須走多目的広場 

      （荒天時中止、ただし少雨決行とする） 

３ 査閲種目   

 ①ポンプ車操法：第３分団・第５分団・第６分団 

 ②小型ポンプ操法：第１分団・第２分団・第４分団・第７分団 

 ③競技の実施は、小型ポンプ操法→ポンプ車操法の順で交互に行う 

《参考》 

 ・審査は、大会実施要領に基づき行い、分団訓練指導員の採点で行う。 

 ・各種目の優勝・準優勝・第３位の表彰をし、表彰状を与える。 

 ・各種目の各番員に対してＭＶＰを表彰し、表彰状を与える。 

 ・招待者は町長を始め役場関係職員、小山町議会議長以下各議員及び小山町

まとい会正副会長 

 

【連絡先】小山消防署管理スタッフ 小見山（７６－０１１９） 
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 日時 平成２８年５月２９日（日）9：00～ 
 場所 須走 多目的広場 
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平成２８年度小山町消防操法大会 
 
日 時 平成２８年５月２９日（日） 

０９：００～１２：００ 
会 場 須走 多目的広場 

 
                      総指揮者 山橋副団長 

 
次  第 

 
【開会式】 

１ 開会のことば      
               

２ 団旗に敬礼       
 

３ 消防団長に敬礼       
 

４ 消防長に敬礼      
 

５ 観閲者に敬礼      
 

６ 競技開始 
 
 

【閉会式】 
１ 成績発表 
 
２ 表彰並びに団長挨拶          

 
３ 観閲者講評      

 
４ 来賓祝辞        

 
５ 火の用心三唱      

 
６ 閉会のことば      
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【部門表彰】

第２位 第              分団

第３位 第  　　　　　　分団

第２位 第  　　　　　　分団

第３位 第  　　　　　　分団

【優秀選手賞】

ポンプ車操法の部 担当 分団 氏名

指揮者

１番員

２番員

３番員

４番員

小型ポンプ操法の部 担当 分団 氏名

指揮者

１番員

２番員

３番員

成 績 結 果

ポンプ車操法の部

小型ポンプ操法の部

優　勝

優　勝

 　　　　　　分団第

第  　　　　　　分団
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順番 分団 担当 階　級 氏　名

指　揮　者 団　員 山 口 彰 彦

1　番　員 班　長 池 谷 義 弘

2　番　員 分団長 林 淳 一

3　番　員 部　長 勝 俣 伸 一

4　番　員 副分団長 勝 俣 隆 行

補　助　員 団　員 渡 邊 翔 太

指　揮　者 団　員 長 田 裕 史

1　番　員 団　員 石 原 和 寛

2　番　員 団　員 常 盤 仁 志

3　番　員 団　員 長 田 尚 久

4　番　員 団　員 長 田 純 弥

補　助　員 団　員 長 田 義 憲

指　揮　者 団　員 杉 﨑 由 宗

1　番　員 団　員 横 山 重 久

2　番　員 団　員 勝 又 慧 太

3　番　員 部　長 藤 曲 喜 久

4　番　員 団　員 岩 田 信

補　助　員 団　員 勝 又 直 樹

小山町消防操法大会 選手名簿

第
３
分
団

第
６
分
団

第
５
分
団

2

1

ポンプ車操法の部（出場順）

3
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順番 分団 担当 階　級 氏　名

指　揮　者 団　員 中 西 雄 亮

1　番　員 団　員 松 田 圭 太

2　番　員 団　員 室 伏 順

3　番　員 団　員 山 﨑 衛

補　助　員 団　員 青 木 康 平

指　揮　者 団　員 髙 田 敏 宏

1　番　員 団　員 稲 葉 教 文

2　番　員 団　員 山 口 元 久

3　番　員 団　員 中 原 智 之

補　助　員 団　員 小 室 将 樹

指　揮　者 団　員 岩 田 雄 一 郎

1　番　員 団　員 小 宮 山 智 士

2　番　員 団　員 岩 田 光 市

3　番　員 団　員 北 田 真 規

補　助　員 団　員 大 野 裕 司

指　揮　者 団　員 妹 尾 貴 央

1　番　員 団　員 喜 多 智

2　番　員 団　員 岩 田 晃 一

3　番　員 団　員 早 野 誠

補　助　員 団　員 湯 山 隆 博

4

第
２
分
団

1

小型ポンプ操法の部（出場順）

2

第
７
分
団

第
４
分
団

第
１
分
団

3
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小山町内イベント等一覧（５月）

開催日 開始時刻 終了時刻 行　　　事　　　名 場　　所 概　　要 担当課 連絡先 資料ＮＯ

５月

３日 8:00 16:00 富士山金太郎春まつり 金時公園 商工観光課 ７６－６１１４ 資料NO．７

３日 ２０１６SUPER GT Ｒｏｕｎｄ２（予選） 富士スピードウェイ 大砂嵐金崇郎関の観光PR等の出演有 商工観光課 ７６－６１１４

４日 ２０１６SUPER GT Ｒｏｕｎｄ２（決勝） 富士スピードウェイ 商工観光課 ７６－６１１４

５日 10:00 冨士浅間神社例大祭 冨士浅間神社 須走支所 ７５－２２１１

５日 9:00 14:00
道の駅ふじおやま
「こどもの日スペシャルイベント」

道の駅ふじおやま
道の駅
ふじおやま

７６－６６６０ 資料NO.．11

５日 8:00 第31回御殿場・小山高校野球定期大会 小山球場

７日 10:00 12:00 母の日のプレゼント作り 総合文化会館美術工芸室 生涯学習課 ７６－５７２２

７日 8:00 北駿中学校野球大会 小山球場

１０日 8:30 12:00 北郷中学校防災教室 北郷中学校　体育館 防災課 ７６－５７１５ 資料NO．５

１０日 9:00 農業委員会 役場大会議室 ５月度農業委員会 農林課 ７６－６１２１

１１日 10:00 信濃高原食品㈱富士小山工場開所式 信濃高原食品㈱富士小山工場 丸善食品工業 ７６－８８８８

１３日 14:00 小山町観光協会総会 総合文化会館菜の花ホール 観光協会 ７６－５０００

１４日 13:30 健康福祉会館リニューアル記念式典 健康福祉会館 健康増進課 ７６－６６６６

１４日 19:00 小山町国際友好協会総会 総合文化会館 平成27年度事業報告・平成28年度事業計画等 町長戦略課 ７６－６１３５

１６日 大砂嵐応援ツアー 両国国技館 商工観光課 ７６－６１１４

１７日 13:30 自主防災会連合会総会 役場大会議室 防災課 ７６－５７１５

１７日 15:30
小山町内陸のフロンティアを拓く取組推進協議
会

総合文化会館菜の花ホール 未来拠点課 ７６－６１２９

１８日 14:00 小山町商工会通常総会 総合文化会館 商工会 ７６－１１００

２１日 9:00 足柄千年古道ハイキング 地蔵堂（南足柄市）～足柄峠～足柄駅 南足柄市との共催事業 商工観光課 ７６－６１１４ 資料NO．８

２２日 8:30
第13回富士山国際ヒルクライムサイクルロード
レース

ふじあざみライン 商工観光課 ７６－６１４１ 資料NO．９

２６日 15:30 16:30 定例記者懇談会 役場本庁３０１会議室 町長戦略課 ７６－６１３５

２７日 10:00 自衛隊富士学校協力会総会 総合文化会館菜の花ホール 総務課 ７６－６１３１

２９日 9:00 12:00 小山町消防操法大会 須走　多目的広場 小山消防署 ７６－０１１９ 資料NO．15
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平成 27 年度 

小山町 部長マニフェスト 

評 価 結 果 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

 
 

平成 28年４月 

小 山 町 
  



 
 
 

目    次 

 

 

◇ 部長マニフェスト評価の概要             １ 

 

◇ 部長マニフェスト 

 企画総務部長                 ２ 

 

 住民福祉部長                 ３ 

 

 経済建設部長                 ４ 

 

 教育部長                   ５ 

 



１ 

 

部長マニフェスト評価の概要 

 
 
１ 評価時期  平成 28 年４月 

 

２ 評価方法  各部長は、マニフェストに掲げた施策への取組結果及び目標達成 
状況を記載します。 

なお、部長に異動があった場合は、前任者が記載し後任者へ引き継 
ぐこととします。 

 
３ 評 価 者  町長は、施策毎の目標達成状況を踏まえて最終評価を行うととも

に、「町長から一言」欄にコメントを記載します。 

【評価区分】 Ａ（達成）、Ｂ（一部達成）、Ｃ（未達成） 
 
４ 評価結果  評価結果は、平成 28 年度の部長マニフェストに反映し、施策の 

ＰＤＣＡを図ります。                   
 
５ 公  表  評価結果は、町のホームページ及び広報おやまを通じて公表します。 

・ホームページ：５月初旬、広報おやま：５月号 

 
 
 
【部長マニフェストとは】 

１ 作成の目的 

（１）各部の基本方針や重点的に取り組む施策及びその目標を明らかにし、町民に

開かれた行政運営を目指します。 
（２）組織で施策の目標を共有化することにより、目標の達成に向けて職員が一体

となって施策の推進に取り組みます。 
（３）毎年、施策の目標の達成状況を評価し、翌年度のマニフェストに反映するこ

とにより、施策のＰＤＣＡを図ります。 
 

２ 作成者 

   企画総務部長、住民福祉部長、経済建設部長、教育部長、危機管理監（ ～） 

 



２ 

平成 27 年度 企画総務部長マニフェスト評価結果 
部長 小野 学 

◎重点施策 

No 施 策 年度当初の目標 取組結果・目標達成状況／評価 

１ 
三来拠点事業の

着実な推進 

【小山ＰＡ周辺地区】 

土地区画整理組合  Ｈ28 年３月設立 

地区計画      Ｈ28 年３月策定 

【湯船原地区】 

小山湯船原工業団地造成 Ｈ27 年 12 月着手

施設園芸施設    Ｈ28 年３月完成 

太陽光発電用地造成工事 Ｈ27 年 12 月着手 

【足柄ＳＡ周辺地区】 

地権者協議会発足 

小山ＰＡ周辺地区の土地区画整理組合

設立準備委員会を平成 27 年８月に立ち

上げたものの、組合の設立及び地区計画

は策定できませんでした。湯船原地区の

小山湯船原工業団地造成は平成 28 年４

月に着手し、その他は目標どおりです。

足柄ＳＡ周辺地区の地権者協議会は平

成 27年７月に発足しました。 

評価

区分 
Ｂ（一部達成） 

２ 

総合計画後期計

画及び総合戦略

の策定 

総合計画後期計画及び地方創生のた

めの総合戦略を町民等との協働によ

り、本年度中に策定します。 

・総合計画 平成 28 年３月策定 

・総合戦略 平成 27 年 11 月策定 

総合計画後期計画、総合戦略ともに、目

標時期までに策定することができまし

た。 

評価

区分 
Ａ（達成） 

３ 

協働による魅力

あるまちづくり

の推進 

 

｢金太郎計画２０２０｣に掲げる事業

を各地域のまちづくり推進協議会と

地域担当職員等が協働により実施し

ます。 

・各地域で２つ以上の事業を実施 

・各地域の事業数、参加人数は次のとお

りです。(成美)２事業 1,300 人、(明倫)

６事業 690 人、(足柄)６事業 770 人、(北

郷)３事業 176 人、(須走)３事業 251 人

評価 

区分
Ａ（達成） 

４ 
人口減少対策の

推進 

婚活イベントを開催し、カップル誕生

を目指します。 

・カップル成立数：20組以上 

南藤曲地区に整備した住宅団地をＵ・

Ｉターン支援として分譲します。 

・Ｕ・Ｉターン世帯：８世帯以上 

・婚活イベントを５回（計 121 人参加）

親向けセミナーを１回開催したものの、

カップル成立数は 12 組と、目標には届

きませんでした。 

・Ｕ・Ｉターン世帯は５世帯となりました。

評価 

区分
Ｃ（未達成） 

５ 
職員の意識改革

と資質向上 

職員の人材育成基本方針に基づき、職

員の能力開発等に努めます。 

・研修計画受講者：延べ 400 人 

・公開セミナー等受講者：延べ 50人 

・民間企業２社と人事交流 

・研修計画受講者 延べ 408 人 

・公開セミナー等受講者 延べ 72人 

・民間企業２社と人事交流 

評価

区分 
Ａ（達成） 

◎町長から一言 

 
 
・三来拠点事業は正念場を迎えています。各地区の円滑な事業実施に向けて全力で取り組んでください。

・婚活支援では本町の地域資源と結び付けたイベントを企画するなど積極的に取り組んでいただきまし

たが、カップル成立数が目標に届かなかったのは残念です。今後も魅力的な取組を進めてください。 



３ 

平成 27 年度 住民福祉部長マニフェスト評価結果 
部長 秋月千宏 

◎重点施策 

No 施 策 年度当初の目標 取組結果・目標達成状況／評価 

１ 

お達者度向上プ

ロジェクト事業

の推進 

 

お達者度の向上に向けて各種施策に

取り組みます。 

・おたっしゃ測定会参加者：200 人 

・老人クラブの自主運動教室：21 クラブ

・健康マイレージポイント達成者：200 人

・がん検診受診率：50％ 

・出張けんこう講座の開催回数、参加者 

：35 回 1,690 人 

・おたっしゃ測定会参加者：361 人 

・老人クラブの自主運動教室：12クラブ

・健康マイレージポイント達成者：228 人 

・がん検診受診率：33.9％ 

・出張けんこう講座の開催回数、参加者：

34 回 1,163 人 

評価

区分 
Ｂ（一部達成） 

２ 
健康福祉会館の

機能充実 

健康福祉会館を改修し、リラクゼーシ

ョン、ダンス・ヨガスタジオ、カフェ

スペース、多世代交流ルーム等を整備

し、併せて、利用の促進を図ります。

・改修工事 平成 28 年３月完了 

・利用促進計画の策定 

健康福祉会館の改修工事は目標どおり

平成 28 年３月に完了しました。 

利用促進計画は平成 28 年４月中旬の策

定となりました。 

評価

区分 
Ｃ（未達成） 

３ 

国民健康保険特

定健診の受診率

向上 

 

６月の特定健診等の受診キャンペー

ンで、各種団体への受診勧奨を行いま

す。未受診者に対しては、個別通知、

電話による受診勧奨を行います。 

・特定健診の受診率：60％ 

各種団体や未受診者に対する受診勧奨

に努めた結果、受診率は昨年同時期の

48％（速報値）と同率でしたが、目標に

は届きませんでした。 

評価 

区分
Ｃ（未達成） 

４ 
認知症対策の充

実 

認知症を予防するための事業「元気

塾」や、認知症の方や家族を見守り応

援する「認知症サポーター養成講座」

を開催します。 

・元気塾参加者：60 人 

・サポーター養成講座受講者：200 人

元気塾参加者は81人と目標を上回りまし

たが、認知症サポーター養成講座受講者

は 127 人で目標には届きませんでした。

評価 

区分
Ｂ（一部達成） 

５ 

自主防災組織と

連携した防災訓

練の実施 

土砂災害に対する防災訓練 

・成美地区の 11 の自主防災組織を対

象に実施 

・地域防災訓練（富士山噴火避難訓練

含む）参加者：7,000 人 

土砂災害に対する防災訓練は、目標どお

り成美地区の 11 の自主防災組織を対象

に実施しました。地域防災訓練参加者は

7,044 人となり、目標を上回りました。

評価

区分 
Ａ（達成） 

◎町長から一言 

 
 

 

・健康福祉会館利用促進計画は平成 28年４月から運用できるよう、３月までに策定すべきでした。 

・特定健診受診率の目標 60％は高い目標ではありますが、今後、受診勧奨を積極的に行うとともに、医

師会とも十分な連携を図り、目標値に近づけることができるよう努めてください。 



４ 

平成 27 年度 経済建設部長マニフェスト評価結果 
部長 池谷精市 

◎重点施策 

No 施 策 年度当初の目標 取組結果・目標達成状況／評価 

１ 
富士山の景観保

全と活用 

富士山への眺望景観を保全し、町の

魅力を高めるため、地域の特性に合わ

せた景観計画を策定します。 

・景観計画の策定と条例の制定 

景観条例は平成 27年 12 月に、景観計画

は 11月に策定し、平成 28 年 4月 1日に

施行しました。なお、景観計画は、策定

後一部修正の意見が出されたので、平成

28 年 5 月までに修正を行う予定です。 

評価 

区分 
Ｂ（一部達成） 

２ 
観光振興計画の

推進 

行政、観光協会、商工会を中心に、

事業者、住民及び団体との協働が実践

されるよう、推進体制の強化と目標の

共有化を進めます。 

・小山町観光推進会議の定期開催と推

進母体となる組織の設置 

協働による観光振興が図れるよう推進

母体となる組織の設置について検討し

ましたが、設置には至りませんでした。

評価

区分 
Ｃ（未達成） 

３ 

地域を元気にす

る土地利用の推

進 

観光に必要な施設の立地を可能に

していく基準を定め、観光施設の立地

を促し、地域の活性化を図ります。 

・都市計画法に係る取扱基準の策定 

関係機関と協議を行い、都市計画法第 34

条第 2号の運用基準を策定しました。平

成 28年 4月 1日から運用を開始します。

評価 

区分
Ａ（達成） 

４ 
元気な森林づく

り 

元気な森林づくりを進めるため、国

が行う治山事業へ積極的な協力を行

うと共に、国有林と民有林が連携して

森林整備を行う区域の設定を進め、林

産業の振興を図ります。 

・国などの関係者と協力した森林づく

りの体制の構築 

平成 28 年３月、小山町、林野庁、県東部

農林事務所が森林整備推進協定を締結

し、民・国有林 1,510ha の森林共同施業

団地を設定しました。今後、３者が連携

し、効率的な森林施業を推進します。 

評価 

区分
Ａ（達成） 

５ 
道路網整備の推

進 

新東名高速道路整備と三来拠点事

業の進捗に合わせて、（仮称）小山ＰＡ

に接続する町道整備を着実に進めま

す。 

・町道 3975 号線用地取得率 70％ 

地権者との交渉を進めてきましたが、

NEXCO 中日本が行う新東名高速道路の用

地取得との兼合いなどがあり、用地取得

率は面積割合で 55％に留まりました。 

評価

区分 
Ｃ（未達成） 

◎町長から一言 

 
 
・観光振興計画を着実に推進するため、小山町観光推進会議を定期的に開催し、各種事業の進捗状況の

検証を実施するなど、ＰＤＣＡサイクルを推進してください。 

・国・県・町による森林整備推進協定は大きな成果です。今後は森林認証制度の導入を進めてください。



５ 

平成 27 年度 教育部長マニフェスト評価結果 
部長 田代順泰 

◎重点施策 

No 施 策 年度当初の目標 取組結果・目標達成状況／評価 

１ 
教育振興基本計

画原案の策定 

法律の規定により、策定について努

力目標とされている教育振興基本計

画の原案を策定します。 

・教育振興基本計画原案の策定 

教育振興基本計画の原案を策定し、策定

委員会で意見を伺いました。今後、議会

への説明、パブリックコメントを経て、

６月の教育委員会で決定する予定です。

評価 

区分
Ｂ（一部達成） 

２ 
中学生の英語力

向上 

中学生の英語力向上のため、英検受

験機会の提供を目的とした受験料補

助制度を新たに開始します。 

・受験者数割合 100％（中学校全生徒）

平成 27 年度から英検受験料補助制度を

開始し、受験率向上に取り組んできまし

たが、受験率は 46％となり、目標に届き

ませんでした。 

評価

区分 
Ｃ（未達成） 

３ 
保育園への自己

評価の導入 

既に自己評価を実施している幼稚

園に加え、新たに保育園の自己評価を

実施します。 

・保育園、こども園、幼稚園の自己評

価の実施及び評価結果の公表 

本年度から、幼稚園に加え、保育園、こ

ども園の自己評価を実施しました。評価

結果は平成 28年３月に公表しました。

評価

区分
Ａ（達成） 

４ 

キャリア教育及

びボランティア

の充実 

・中学２年生全員が職場体験を行うこ

とができるよう支援します。 

・新たに、高校生の職場体験を開始し

ます（小山高校生の職場体験を町役

場にて実施）。 

・中学生ボランティア参加者の励まし

となるよう、ボランティア表彰制度

を創設します。 

・原則として中学２年生全員（病欠等を

除く）が職場体験を実施しました。 

・小山高校１、２年生８人の職場体験を

町役場で実施しました。 

・ボランティア表彰制度を創設し、平成

28 年３月に中学生１名を表彰しました。

評価 

区分
Ｂ（一部達成） 

５ 

指定管理者に対

する事業評価方

法の確立 

平成 27 年度から開始した生涯学習

施設への指定管理者制度に関し、当該

指定管理者に対する事業評価方法を

確立します。 

・指定管理者に対する事業評価項目の

確定 

平成 27 年度中に指定管理者に対する事

業点検・評価方法及び項目を確定しまし

た。なお、町では毎年度事業点検を行い、

２年毎に事業評価を実施する予定です。

評価

区分 
Ａ（達成） 

◎町長から一言 

 
 
・グローバル人材を育成するためには、まずは英語に慣れ親しんでもらうことが大切です。英検受験料

補助制度の周知徹底など、できるだけ多くの中学生が英検を受験するよう工夫してください。 

・小山高校生の町役場での職場体験者は８人に留まりました。今後は受け入れの拡充を進めてください。



平成 28 年度 

小山町 部長マニフェスト 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

 
 

平成 28年４月 

小 山 町 
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１ 

 

部長マニフェストの概要 

 
 

１ 作成の目的 

（１）各部の基本方針や重点的に取り組む施策及びその目標を明らかにし、町民に開

かれた行政運営を目指します。 

（２）組織で施策の目標を共有化することにより、目標の達成に向けて職員が一体と

なって施策の推進に取り組みます。 

（３）毎年、施策の目標の達成状況を評価し、翌年度のマニフェストに反映すること

により、施策のＰＤＣＡを図ります。 
 

２ 作成者 

  企画総務部長、住民福祉部長、経済建設部長、教育部長、危機管理監 
 

３ 記載項目 

項 目 内   容 

部の紹介 部の所属課及び職員数を記載しています。 

部の基本方針 
部が抱える重要課題等について、その解決に向けた基本

的な考え方を記載しています。 

重点施策 
当該年度に重点的に取り組む施策について、具体的取組

及び目標を記載しています。 

 

４ 評価（翌年度） 

翌年度当初にマニフェストへの取組及び目標達成状況について評価を行います。 

 

５ 公表 

（１）マニフェストは町のホームページ及び広報おやまを通じて公表します。 

・ホームページ：５月初旬、広報おやま：５月号 

（２）翌年度当初に行う評価についても、評価結果として公表します。 



２ 

平成 2８年度 企画総務部長マニフェスト 

◎部の紹介（平成 28年４月１日現在） 

 
 
 
◎基本方針 

 
 
 
 
 
◎重点施策 

No 施 策 具体的取組 目  標 

１ 
三来拠点事業の

着実な推進 

三来拠点である「小山 PA 周辺地区」

「湯船原地区」及び「足柄 SA 周辺地

区」において、それぞれの構想に基づ

き基本計画の策定、実施主体の設立、

事業実施を推進します。 

【小山ＰＡ周辺地区】 

土地区画整理組合  Ｈ29 年３月設立 

【湯船原地区】 

アグリインダストリーエリア・林業エリア基本

計画及びロジスティックターミナル基本計画  

Ｈ29 年３月策定 

【足柄ＳＡ周辺地区】 

足柄ＳＩＣアクセス道路（2414 号線）

Ｈ29年３月竣工 

２ 
ふるさと納税の

促進 

・ふるさと納税のより一層の促進のた

め、ＰＲや返礼品を工夫します。 

・ふるさと納税（企業版）の取り組み

を進めます。 

・ふるさと納税（個人版）額 

 目標 10億円（ 実績 8.4 億円） 

・ふるさと納税（企業版）額 

 １億円（ 新規） 

３ 

金太郎計画２０

２０の着実な推

進 

・町内５地区で策定した「金太郎計画

２０２０」に掲げる事業を実施しま

す。 

・町民との協働を進めるため、「まちづ

くり活動発表会」の充実を図ります。

・金太郎計画に基づく事業の実施数 

  目標 各地区２事業 

（ 実績 各地区２～６事業） 

・まちづくり活動発表会の参加者数 

  目標 500 人（ 実績 150 人） 

４ 

小山町特定事業

主行動計画の推

進 

・子育てしやすい勤務環境づくりを進

めるため、平成 28 年度から導入した

フレックスタイムの普及を図ります。

・女性職員の活躍推進のため、女性職

員のキャリア形成と能力開発を図り

ます。 

・フレックスタイムの活用 ３人 

 

・女性職員のキャリア形成研修の実施

 ２回 

５ 

自己実現型定住

促進事業の推進 

（地方創生加速

化交付金事業） 

・若者世代の本町への移住を促進する

ため、都内の大学生等を対象にＵＩＪ

ターンイベントを開催します。 

・地域の産業や観光資源を活用し、し

ごとの創業を支援します。 

・学生向けイベントの参加者数 50人

 

・新規創業件数 ３件 

部長 湯山博一 

【所属課】 町長戦略課、総務課、未来拠点課、税務課、おやまで暮らそう課 

【職員数】 正職員５６人 臨時職員等５人  

 小山町を元気にする「金太郎大作戦」第二章及び第４次小山町総合計画後期

基本計画に基づき、主に「雇用の創出」及び「人口増」を実現するための各施

策を速やかに推進するために、多岐にわたる事業の進行等について調整を図

り、より効率的な資源の活用に努めます。 



３ 

平成 2８年度 住民福祉部長マニフェスト 

◎部の紹介（平成 28年４月１日現在） 

 
 
 
◎基本方針 

 
 
 
 
 
◎重点施策 

No 施 策 具体的取組 目  標 

１ 

国民健康保険特

定健診の受診率

向上 

６月の受診キャンペーンの他、未受診

者への個別通知、電話による受診勧奨

等を行います。 

・特定健診の受診率 

 60％（ 実績(速報値)48％） 

２ 
介護予防施策の

充実 

高齢者の生きがいと健康づくりを推

進する「ふれあい茶論」を開催する他、

認知症の早期発見に努め認知症の方

や家族を見守り支援するため「認知症

サポーター養成講座」を開催します。

・ふれあい茶論の参加者数 

 目標 3,000 人（ 実績 2,768 人）

・認知症サポーター養成講座受講者 

 目標 200 人（ 実績 127 人） 

３ 

お達者度向上プ

ロジェクト事業

の推進 

・高齢者の体力を測る「おたっしゃ測

定会」を継続して実施するとともに、

高齢者の自主運動教室の実施を促し、

健康づくりを進めます。 

・出張けんこう講座を実施し、生活習

慣病の予防啓発を推進します。 

・おたっしゃ測定会参加者 

 目標 380 人（ 実績 361 人） 

・高齢者の自主運動教室実施 

 目標 15教室（ 実績 12 教室） 

・出張けんこう講座の開催回数、参加者 

 目標 35回 1,300 人 

（ 実績 34 回 1,163 人） 

４ 
健康マイレージ

事業の推進 

健康マイレージ事業のさらなる普及

啓発により参加者を増やし、ハッピー

チケットの交換賞品増量と抽選会賞

品への協賛事業所の増加を図ります。

・健康ﾏｲﾚｰｼﾞﾎﾟｲﾝﾄ達成者（実人数） 

 目標 270 人（ 実績 228 人） 

・ハッピーチケット交換賞品 

 目標８品（ 実績６品） 

・賞品協賛事業所 

 目標 12社（ 実績９社） 

５ 
健康福祉会館の

利用推進 

平成 27 年度にリニューアルした健康

福祉会館の利用促進計画に基づき、会

館の利用促進を図り、運動習慣の向上

を推進します。 

・リラクゼーションスタジオの年間利用者

 目標 2,800 人（内老人ｸﾗﾌﾞを対象

とした運動教室：21 ｸﾗﾌﾞ 210 人) 

・健康福祉会館年間利用者 

 目標 45,000 人( 実績 42,362 人)

部長 秋月千宏 

【所属課】 住民福祉課、健康増進課 

【職員数】 正職員２７人 臨時職員等１１人  

 誰もが、住み慣れた土地で、いつまでも健康で、自立した生活を送れること

は最大の幸せであります。 

この実現に向けて、住民福祉部の総力を結集して町民の皆様の健康づくりと

福祉の充実に努めます。 



４ 

平成 2８年度 経済建設部長マニフェスト 

◎部の紹介（平成 28年４月１日現在） 

 
 

 

◎基本方針 

 
 
 
 

 

◎重点施策 

No 施 策 具体的取組 目  標 

１ 
市街化区域内の

宅地供給の推進

人口流出への歯止めと定住人口の増

加を図るため、市街化区域内の居住環境

整備として、宅地化されていない区域に

ついて宅地開発の可能性を検討します。

・市街化区域内の宅地開発可能性調

査の実施と地権者の意向調査の実施 

２ 
富士山観光の振

興 

小山町観光推進会議で事業進捗の検

証を行い、来訪者の増加に繋がる富士山

観光を推進します。また、小山町観光協

会と連携して、須走口登山道の魅力を高

めるイベントを実施します。 

・富士山須走口五合目整備基本計画

の策定と情報提供施設整備の推進 

・山小屋で行う星空観賞と日の出観

賞をセットにしたイベントの開催 

３ 
活力ある農業の

振興 

農業の多面的機能の維持・発揮の地域

活動に対して支援する「日本型直接支払

制度」への取組みを推進し、地域農業の

維持、活性化に努めます。 

・日本型直接支払制度に取り組む地

域 

 目標 13地域（ 実績 11 地域） 

４ 
森林認証制度の

導入 

元気な森林づくりを進めるため、森林

の環境保全へ配慮した持続可能な森林

経営に取り組むとともに、東京五輪を契

機とした認証材の需要に対応します。 

・民有林、町有林における森林認証

（SGEC）の取得 

５ 
交通拠点施設の

整備 

 老朽化が進んでいる足柄駅舎と支所

等の複合施設の整備計画を推進します。

・足柄駅交流センター（仮称）基本計

画の策定 

 
 

部長 池谷精市 

【所属課】 建設課、農林課、商工観光課、都市整備課、上下水道課 

【職員数】 正職員 38人 臨時職員等 3人  

地方創生の流れと首都圏からの地の利を活かして、居住環境の整備、地域産

業の強靭化、観光交流の振興を推進します。 

静岡県の東の玄関口として、住む人も訪れる人も満足できる魅力溢れるまち

づくりを進めます。 



５ 

平成 2８年度 教育部長マニフェスト 

◎部の紹介（平成 28年４月１日現在） 

 
 
 
 
◎基本方針 

 
 
 
 
◎重点施策 

No 施 策 具体的取組 目  標 

１ 幼児教育の充実 

・子育て支援を町内統一的に実施する

ため、中核となる施設の設置構想案の

検討を行います。 

・こども園化を推進するため、施設分

離型のこども園の設置について検討

します。 

・（仮称）中央子育て支援センター構想

案の検討 

 

・施設分離型こども園設置計画の策定

 

 

２ 

キャリア教育及

びボランティア

の充実 

・小山高校生の町役場でのインターン

シップ受け入れの拡充に努めます。 

 

・中学生ボランティア登録数の向上に

努めます。 

・小山高校１年生の受け入れ 

 目標 131 人[１年生全体の８割] 

（ 実績８人：1、2年生を対象） 

・中学生ボランティア登録率 

 目標 60％（ 実績 44％） 

３ 
中学生の英語力

向上 

平成 27 年度に創設した英検受験料補

助制度の活用を促し、中学生の英検受

験率の向上に努めます。 

・中学生の英検受験率 

  目標 80％（ 実績 46％） 

 

４ 

次期男女共同参

画社会づくり行

動計画の策定 

平成 29 年度が始期となる第４次男女

共同参画社会づくり行動計画を策定

します。 

・第４次男女共同参画社会づくり行動

計画の策定 

 

５ 読書環境の整備 

町立図書館と学校図書館の連携シス

テム構想（ハード及びソフト）を策定

し、その実現についての検討を行いま

す。 

・町立図書館と学校図書館の連携シス

テム構想の策定 

 

 

部長 田代順泰 

【所属課】 こども育成課（小学校、中学校、保育園、こども園、幼稚園を 

含む）、生涯学習課 

【職員数】 正職員 72人 臨時職員等 147 人 県費負担職員（本務者）119 人 

 【気高い富士 金太郎のように思いやる心を持つたくましい人づくり】 

豊かな人間性を持ち「困難・問題をきちんと受け止め、泰然と対処できる人」

づくりを目指します。 



６ 

平成 2８年度 危機管理監マニフェスト 

◎組織の紹介（平成 28年４月１日現在） 

 
 
 
◎基本方針 

 
 
 
 
 
◎重点施策 

No 施 策 具体的取組 目  標 

１ 防災啓発の推進 

 町民の防災意識の高揚を図るため、

自主防災組織や学校と連携し、防災講

演会等を実施します。 

・防災講演会参加者 

 目標 350 人（ 実績 307 人） 

・小学校、中学校に対する防災講話 

 目標３校（ 実績１校） 

２ 
地域防災計画等

の修正 

 地域防災計画等について、常に最新

の防災状況を反映し、その充実を図る

ため、見直しを行います。 

・地域防災計画、水防計画、国民保護

計画及び業務継続計画の見直し 

３ 防災体制の強化 

・自主防災組織（40 組織）に対し、地

区防災計画の策定を促すため、説明

及び作成に関する啓発を行います。

・避難所、物資の提供等の確保のため、

引き続き防災協定締結を推進しま

す。 

・自主防災組織による地区防災計画の

策定 10 地区（ 新規） 

 

・防災協定締結（累計件数） 

 目標 39件（ 実績 36件） 

 

４ 
危機管理体制の

充実 

万が一の災害等の発生に迅速かつ

的確に対応できるよう、災害対策本部

組織編成を見直し、災害発生の危機レ

ベルに応じた体制の整備を図ります。

・災害対策本部組織編成の見直し 

５ 

自主防災組織と

連携した防災訓

練の実施 

 自然災害による被害を最小限とす

るため、自主防災組織と連携して防災

訓練を実施します。 

・地域防災訓練（富士山噴火避難訓練

含む）参加者 

  目標 7,100 人（ 実績 7,044 人）

 

危機管理監 岩田芳和 

【所属課】 防災課 

【職員数】 正職員 ３人 臨時職員等 １人  

 災害から町民の生命・身体・財産の安全確保を図り、防災に強いまちづくり

を目指します。 

 このため、防災対策を積極的に推進してまいります。 


